
　
令
和
三
年
　
元
旦

理　
事　
長　
佐
藤　
　
功（
坂　
出
）

副
理
事
長　
北
地　
一
行（
高　
松
）

副
理
事
長　
山
地　
重
行（
高　
瀬
）

副
理
事
長　
御
囲　
善
章（
琴　
平
）

専
務
理
事

経
理
部
長　
野
村　
　
勝（
高　
松
）

常
務
理
事　

文
化
広
報
部
長　
小
松　
芳
浩（
香　
北
）

総
務
部
長　
増
田　
重
昭（
坂　
出
）

教
育
部
長　
川
筋　
正
仁（
高　
松
）

事
業
部
長　
山
原　
昌
司（
高　
瀬
）

共
済
部
長　
安
冨　
豊
昭（
東
か
が
わ
）

組
織
部
長　
神
谷　
　
彰（
高　
松
）

青
年
部
長　
初
瀬　
名
央（
高　
松
）

女
性
部
長　
横
山　
ゆ
か（
高　
松
）

東
讃
協
議
会
長　
多
田　
明
彦（
平　
井
）

高
松
協
議
会
長　
山
本　
恵
三（
高　
松
）

中
讃
協
議
会
長　
大
林　
隆
文（
飯　
山
）

西
讃
協
議
会
長　
武
田　
幸
重（
豊　
浜
）

名
誉
相
談
役　
小
松　
　
孝（
香　
北
）

名
誉
相
談
役　
白
鳥　
朋
彦（
琴　
平
）

相　
談　
役　
森　
　
恵
三（
綾　
南
）

相　
談　
役　
久
本　
正
夫（
高　
松
）

相　
談　
役　
大
西　
　
等（
仏
生
山
）

理
事
支
部
長　
安
冨　
豊
昭（
東
か
が
わ
）

理
事
支
部
長　
宮
地　
浩
美（
さ
ぬ
き
）

理
事
支
部
長　
多
田　
明
彦（
平　
井
）

理
事
支
部
長　
山
崎　
鎮
永（
仏
生
山
）

理
事
支
部
長　
小
松　
芳
浩（
香　
北
）

理
事
支
部
長　
橋
本　
一
之（
土　
庄
）

理
事
支
部
長　
森
本　
芳
博（
内　
海
）

理
事
支
部
長　
山
本　
恵
三（
高　
松
）

謹
ん
で
新
春
の

�

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

理
事
支
部
長　
松
本　
和
久（
綾　
北
）

理
事
支
部
長　
増
田　
重
昭（
坂　
出
）

理
事
支
部
長　
大
林　
隆
文（
飯　
山
）

理
事
支
部
長　
秋
山　
　
求（
丸　
亀
）

理
事
支
部
長　
御
囲　
善
章（
琴　
平
）

理
事
支
部
長　
合
田　
知
弘（
三
豊
中
央
）

理
事
支
部
長　
森　
　
昭
人（
仁　
尾
）

理
事
支
部
長　
武
田　
幸
重（
豊　
浜
）

支　
部　
長　
高
島　
幸
嗣（
多
度
津
）

支　
部　
長　
則
長　
保
男（
善
通
寺
）

支　
部　
長　
坂
井　
志
郎（
綾　
南
）

支　
部　
長　
真
鍋　
昌
敬（
高　
瀬
）

支　
部　
長　
井
下　
正
孝（
観
音
寺
）

理　
　
　
事　
山
地　
里
美（
綾　
南
）

理　
　
　
事　
山
原　
昌
司（
高　
瀬
）

監　
　
　
事　
横
井　
道
和（
髙　
松
）

監　
　
　
事　
森　
　
健
二（
三
豊
中
央
）

総
会
議
長　
菅
原　
　
清（
綾　
南
）

総
会
副
議
長　
野
口　
繁
夫（
平　
井
）

香
川
県
理
容
政
治
連
盟

顧　
　
　
問　
小
松　
　
孝

顧　
　
　
問　
白
鳥　
朋
彦

相　
談　
役　
森　
　
恵
三

相　
談　
役　
大
西　
　
等

会　
　
　
長　
佐
藤　
　
功

副　
会　
長　
山
地　
重
行

副　
会　
長   

御
囲　
善
章

幹　
事　
長　
北
地　
一
行

副
幹
事
長　
久
本　
正
夫

総
務
会
長　
小
松　
芳
浩

会　
計　
長　
野
村　
　
勝

監　
　
　
事　
増
田　
重
昭

監　
　
　
事　
川
筋　
正
仁

事
務
局
長　
小
山　
弥
生

事
務
局
員　
藤
原　
知
恵
美

令
和
三
年
の
新
春
を
迎
え
、明

け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。平

素
よ
り
、皆
様
方
に
は
組
合

運
営
へ
の
ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、本
年
も

何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
、新
春
の
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。さ
て
、昨
年
は
我
が
国
に

於
け
る
一
大
イ
ベ
ン
ト（
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
）が
開
催
さ
れ
る
期
待
多

き
年
と
な
る
は
ず
で
し
た
が
、年
初

よ
り
突
如
と
し
て
現
れ
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
ア

ジ
ア
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、更
に
は
、

世
界
各
国
に
蔓
延
、経
済
活
動
は

危
機
的
状
況
を
呈
し
、特
に
我
々

の
生
業
と
し
て
い
る
生
活
衛
生
業

界
は
極
め
て
大
き
な
打
撃
を
被
っ

て
お
り
ま
す
。
組
合
運
営
に
お
き

ま
し
て
も
、各
種
事
業
計
画
は
こ

と
ご
と
く
、中
止
、或
い
は
延
期
と

な
り
、五
月
の
組
合
総
代
会
に
付

き
ま
し
て
も
、過
去
に
は
経
験
の

無
い
書
面
決
議
と
し
て
各
総
代
様

の
ご
理
解
を
頂
き
、開
催
い
た
し

ま
し
た
。
特
に
、コ
ロ
ナ
対
策
と

し
て
、各
支
部
長
に
衛
生
巡
視
員

制
度
を
設
け
感
染
拡
大
防
止
に
努

め
、ポ
ス
タ
ー
、消
毒
薬（
次
亜
塩

素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
）の
無
料
配
布
、

マ
ス
ク
の
不
足
に
対
し
て
は
、各
方

面
よ
り
調
達
し
組
合
員
様
に
配
布

す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
そ
ん
な

中
、国
庫
補
助
金
事
業
の
展
開
に

よ
り
、組
合
員
サ
ー
ビ
ス
の
観
点

か
ら
令
和
二
年
度
も
申
請
し
、八

月
に
事
業
計
画
の
採
用
通
知
を
頂

き
、小
松
広
報
部
長
を
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
専
門
部
会
を
立
ち
上
げ
、

年
初
め
よ
り
各
支
部
、協
議
会
な

ど
に
お
い
て
お
披
露
目
出
来
る
も

の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
、三
密
の

関
係
か
ら
、
色
々
試
案
し
て
、
少

し
変
わ
っ
た
勉
強
会
に
な
る
も
の

と
思
っ
て
お
り
ま
す
、組
合
員
皆

様
に
は
ご
理
解
を
頂
き
な
が
ら
、

期
待
も
大
き
く
持
っ
て
い
て
下
さ

い
。
石
清
尾
八
幡
宮
境
内
に
昭
和

三
十
一
年
、高
松
支
部
有
志
に
よ

り
建
立
さ
れ
て
お
り
ま
す
業
界
の

神
様「
髪
授
神
祠
」
を
全
国
理
容

連
合
会
の
理
容
遺
産
認
定
に
申
請

し
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、全
国

的
に
も
極
め
て
珍
し
く
、歴
史
的

価
値
も
高
い
と
言
う
評
価
を
頂
き
、

令
和
二
年
十
一
月
二
十
三
日
、
例

大
祭
と
同
時
に
理
容
遺
産
認
定
式

典
を
行
い
ま
し
た
。
髪
授
神
祠
は

飽
咋
能
宇
斯
神（
ア
キ
グ
ヒ
ノ
ウ
シ

ノ
神
）を
ご
神
体
と
し
て
お
り
ま
し

た
が
、平
成
二
十
三
年
京
都
、御
髪

神
社
よ
り
、大
正
時
代
に
ご
神
木

で
彫
ら
れ
た
北
小
路
采
女
亮
藤
原

政
之
の
ご
尊
像
を
譲
り
受
け
、八

幡
宮
宮
司
様
に
入
魂
し
て
頂
き
、

現
在
は
二
神
を
ご
神
体
と
し
て
お

り
ま
す
。
最
近
は
隠
れ
た
パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
若
い
カ
ッ
プ
ル

の
姿
が
多
々
見
受
け
ら
れ
る
と
、

八
幡
宮
関
係
者
の
方
か
ら
報
告
が

上
が
っ
て
き
て
お
り
、過
日
、御
朱

印
を
作
成
し
て
更
に
信
仰
を
深
め
、

広
く
業
界
の
Ｐ
Ｒ
が
出
来
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
所
で
ご
ざ
い
ま
す
。コ

ロ
ナ
感
染
拡
大
の
中
、先
行
き
不

透
明
感
あ
る
昨
今
、業
界
の
振
興

を
願
い
、特
に
組
合
加
盟
店
の
ご

発
展
を
心
か
ら
念
願
し
て
止
み
ま

せ
ん
。
本
年
も
、三
役
、役
員
は
結

束
強
調
し
互
助
の
心
で
活
力
あ
る

運
営
に
、理
事
長
は
先
頭
打
者
と

し
て
頑
張
る
気
概
を
更
に
強
く
持

ち
、組
合
員
皆
様
の
発
展
を
お
祈

り
し
ま
す
と
共
に
組
合
運
営
に
格

段
の
ご
協
力
ご
支
援
を
お
願
い
申

し
上
げ
迎
春
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

令
和
三
年
新
年
の
挨
拶

香
川
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合

理
事
長
　
佐 

藤
　
功

香川県理容生活
衛生同業組合

　　発行人　佐藤　　功

　　顧　問　北地　一行

　　部　長　小松　芳浩

　　編集長　山崎　鎮永

　　題　字　空海書簡抜粋

　　印　刷　（株）タムラ印刷
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い
つ
も
全
国
理
容
連
合
会
の
事

業
推
進
に
ご
協
力
を
賜
り
深
謝
し

て
い
ま
す
。

さ
て
、昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ

り
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
延
期
、そ
し
て
、全
国

理
容
技
術
大
会
も
苦
渋
の
決
断
で

し
た
が
中
止
と
し
ま
し
た
。
そ
ん

な
状
況
下
、連
合
会
で
は
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
ま
と
め
て
全
国
に
発

信
し
た
ほ
か
、毎
年
行
っ
て
い
る

「
全
国
衛
生
順
守
運
動
」を「
新
型

コ
ロ
ナ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」

と
し
て
の
開
催
や
、全
国
生
活
衛

生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー
が
進
め
る

「
生
衛
業
営
業
支
援
・
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
順
守
、Ｏ
Ｋ
マ
ー
ク
交
付
推
進

事
業
」な
ど
、お
客
様
へ
の
安
心
・

安
全
を
は
じ
め
、理
容
業
の
経
済

回
復
を
と
柔
軟
な
対
応
に
務
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
ほ
か
、
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ

バ
ー
バ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、秋
の
ヘ

ア
ス
タ
イ
ル
発
表
や
、イ
ン
バ
ウ
ン

ド
事
業
、さ
ら
に
は
、抗
が
ん
剤
治

療
に
よ
る
脱
毛
等
に
対
応
す
る
た

め
の
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
サ
ロ
ン
づ

く
り
や
地
球
温
暖
化
対
策
と
併
せ

て
の
環
境
保
全
を
目
指
す「
脱
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
化
」の
推
進
な
ど
図
っ

て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、い
よ
い
よ
本
年
７
月
に

は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
選
手
村
の
サ
ロ
ン
オ
ー
プ
ン
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
９
月
に
は
理
美

全
国
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会

理
事
長
　
大 
森
　
利 

夫 

氏

２
０
２
１
年　
年
頭
所
感

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
柔
軟
な
対
応
を

容
の
世
界
大
会
を
日
本
・
横
浜
で

開
催
し
ま
す
。
私
は
世
界
理
容
美

容
機
構
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
ン
バ
サ

ダ
ー（
大
使
）で
も
あ
り
、こ
の
大
会

の
成
功
を
目
指
し
て
最
善
を
尽
く

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

新
し
い
生
活
様
式（
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ

ル
）を
受
け
入
れ
た
知
恵
と
工
夫
に

よ
る
新
営
業
を
も
進
め
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。

こ
の
大
変
革
の
時
、理
容
業
界

の
繁
栄
を
め
ざ
す
責
務
が
私
に
は

あ
り
ま
す
。よ
り
効
果
的
で
適
切・

柔
軟
な
事
業
展
開
を
実
行
し
て
い

く
所
存
で
す
。
ど
う
か
２
０
２
１

年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

専務理事・経理部長
野村　勝氏
（高松支部）

厚生労働大臣表彰

全理連理事長表彰

全国中央会理事長表彰

中讃協議会長・飯山支部長
大林隆文氏
（飯山支部）

理事
山地里美氏
（綾南支部）

受
賞
お
め
で
と
う

�

ご
ざ
い
ま
す

祝
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◇
経
過
日
誌

三

役

会

・・
第
四
回
三
役
会

　
　
十
月
五
日
㈪ 
午
前
十
時

�

組
合
事
務
所
会
議
室

・・
第
五
回
三
役
会

　
　
十
一
月
十
六
日
㈪

�
 

午
前
九
時
三
十
分

�

組
合
事
務
所
会
議
室

三
役
部
長
会

・・
第
二
回
三
役
部
長
会

　
　
十
月
二
十
六
日
㈪ 

午
前
十
時

�

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
中
会
議
室

理

事

会

・・
第
二
回
理
事
会

　
　
十
一
月
三
十
日
㈪ 

午
前
十
時

�

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
小
会
議
室
①
②
③

委

員

会

・・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
準
備
委
員
会

　
　
十
月
十
九
日
㈪ 

正
午

�

中
止

・・
広
報
委
員
会

　
　
十
一
月
三
十
日
㈪ 

午
後
三
時

�

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
小
会
議
室

協

議

会

・・
西
讃
協
議
会
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
十
一
月
九
日
㈪ 

�

詫
間
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

・・
東
讃
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　
　
十
二
月
七
日
㈪ 

�

中
止

講

習

会

・・
ニ
ュ
ー
ヘ
ア
組
合
講
習

　
　
十
月
二
十
六
日
㈪ 

午
前
十
時

�

中
止

・・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

　
　
十
一
月
三
十
日
㈪ 

午
後
一
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
小
会
議
室
①
②
③

競
技
大
会

・・
第
七
十
二
回
全
国
理
容
競
技
大
会

　
　
十
月
十
九
日
㈪ 

�

中
止

そ

の

他

・・
管
理
理
容
師
資
格
認
定
講
習

　
　
十
月
五
日
㈪ 

午
前
九
時
三
十
分

　
　
十
月
十
二
日
㈪ 

午
前
九
時
三
十
分

　
　
十
月
十
九
日
㈪ 

午
前
九
時
三
十
分

・・
県
組
合
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
十
一
月
二
日
㈪

�
 

午
前
七
時
三
十
分

屋
島
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

・・
県
組
合
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　
十
一
月
九
日
㈪ 

午
前
十
時中

止

・・
髪
授
神
祠
大
祭
理
容
遺
産
認
定

証
授
与
式
及
び
記
念
碑
除
幕
式

　
　
十
一
月
二
十
三
日
㈪� 

午
前
十
一
時

石
清
尾
八
幡
宮

◇
予
定
行
事

三

役

会

三
役
部
長
会

・・
第
三
回
三
役
部
長
会

　
　
二
月
二
十
二
日
㈪ 

午
前
十
時

香
川
産
業
頭
脳
化
セ
ン
タ
ー

理

事

会

・・
第
三
回
理
事
会

　
　
二
月
二
十
二
日
㈪ 

午
後
一
時

香
川
産
業
頭
脳
化
セ
ン
タ
ー

そ

の

他

・・
組
合
事
務
所
仕
事
納
め

　
　
十
二
月
二
十
五
日
㈮

・・
組
合
事
務
所
仕
事
始
め

　
　
一
月
四
日
㈪ 

令
和
三
年
度

三

役

会

・・
第
一
回
三
役
会

　
　
四
月
五
日
㈪ 

午
前
九
時
三
十
分

組
合
事
務
所
会
議
室

・・
第
一
回
監
査
会

　
　
四
月
五
日
㈪ 

午
前
十
時

組
合
事
務
所
会
議
室

三
役
部
長
会

・・
第
一
回
三
役
部
長
会

　
　
四
月
十
二
日
㈪ 

午
前
十
時

�

香
川
産
業
頭
脳
化
セ
ン
タ
ー
第
一
研
修
室

理

事

会

・・
第
一
回
理
事
会

　
　
四
月
十
二
日
㈪ 

午
後
一
時

�

香
川
産
業
頭
脳
化
セ
ン
タ
ー
第
一
研
修
室

総

会

・・
令
和
三
年
度
通
常
総
会
・・
総
代
会

　
　
五
月
十
日
㈪ 

午
前
十
時

サ
ン
ポ
ー
ト
ホ
ー
ル
第
一
ホ
ー
ル

競
技
大
会

・・
香
川
県
理
容
競
技
大
会

　
　
五
月
三
日
㈪ 

午
前
九
時

ま
な
び
Ｃ
Ａ
Ｎ

経
過
及
び
行
事
予
定

経
過
及
び
行
事
予
定
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ま
れ
た
県
組
合
碑
の
除
幕
式
が
行

わ
れ
、連
合
会
碑
は
大
森
理
事
長

を
は
じ
め
と
す
る
全
理
連
役
員
の

方
々
、県
組
合
碑
は
佐
藤
理
事
長
、

磯
部
宮
司
は
じ
め
県
三
役
、名
誉
相

談
役
の
方
々
が
除
幕
綱
を
引
い
た
。

庵
治
石
で
造
ら
れ
た
両
石
碑
は

髪
授
神
祠
を
挟
む
よ
う
に
建
て
ら

れ
、参
拝
客
の
案
内
板
と
し
て
目

を
引
く
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

大
森
理
事
長
か
ら
佐
藤
理
事
長

へ
理
容
遺
産
認
定
書
が
授
与
さ
れ
、

北
地
一
行
副
理
事
長
の
結
び
の
言

葉
で
滞
り
な
く
式
典
は
終
了
し
た
。

今
回
の
髪
授
神
祠
大
祭
並
び
に

式
典
中
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
対
策
の
た
め
、全
参

加
者
に
体
温
測
定
、マ
ス
ク
着
用
、

手
指
消
毒
の
徹
底
に
務
め
、厳
重

警
戒
の
中
で
の
開
催
は
大
変
で
は

あ
っ
た
が
、全
員
に
こ
の
理
容
遺
産

の
認
定
を
記
念
し
て
石
清
尾
八
幡

宮
で
作
ら
れ
た
髪
授
神
祠
の
名
が

入
っ
た
御
守
り
と
御
朱
印
、絵
馬

が
配
ら
れ
、こ
の
理
容
遺
産
の
認

定
が
平
穏
な
時
代
へ
の
契
機
に
な

れ
ば
と
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

（
県
広
報　
小
松
芳
浩
）

業
界
も
大
変
な
と
き
で
は
あ
り
ま

す
が
、こ
れ
を
機
に
い
つ
ま
で
も

集
え
る
理
容
遺
産
、髪
授
神
祠
で

あ
り
ま
す
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。」と
挨
拶
さ
れ
た
。
続
い
て
佐

藤
理
事
長
も「
四
国
で
最
初
の
理

容
遺
産
認
定
は
大
変
喜
ば
し
い
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
諸
先
輩
方
が
昭

和
三
十
一
年
に
建
立
さ
れ
た
こ
の

髪
授
神
祠
を
こ
れ
か
ら
も
我
々
組

合
員
に
よ
っ
て
末
永
く
保
存
し
て

参
り
た
い
。」と
述
べ
ら
れ
た
。

こ
の
理
容
遺
産
の
認
定
を
記
念

し
て「
髪
授
祭 

万
枝
の
秋
に 

友

集
う
」と
大
森
理
事
長
の
句
が
刻

ま
れ
た
理
容
遺
産
認
定
を
示
す

石
碑
と
、髪
授
神
祠
の
由
来
が
刻

昨
年
二
月
に
全
理
連
の「
理
容

遺
産
」に
認
定
さ
れ
て
い
た
高
松

市
の
石
清
尾
八
幡
宮
内「
髪
授
神

祠
」で
例
大
祭
が
令
和
二
年
十
一

月
二
十
三
日
㈪
午
前
十
一
時
か
ら

執
り
行
わ
れ
、
併
せ
て「
理
容
遺

産
」認
定
証
授
与
式
と
記
念
石
碑

除
幕
式
も
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
今

回
は
全
国
理
容
組
合
連
合
会
か
ら

大
森
利
夫
理
事
長
、山
口
利
光
文

化
広
報
委
員
長
、中
原
一
郎
共
済

委
員
長
、
本
田
千
晴
事
務
局
長
、

四
国
協
議
会
か
ら
東
崎
幸
男
四
国

協
議
会
長
、
湯
浅
俊
夫
副
会
長
、

水
口
良
一
愛
媛
県
副
理
事
長
が
参

加
さ
れ
た
。
ま
た
県
組
合
役
員
並

び
に
早
朝
よ
り
大
祭
準
備
に
ご
尽

力
い
た
だ
い
た
高
松
支
部
有
志
の

方
々
も
参
列
。
総
勢
七
十
名
の
大

祭
と
な
っ
た
。
御
囲
善
章
副
理
事

長
の
司
会
に
よ
り
定
刻
に
例
大
祭

神
事
が
厳
か
に
始
ま
り
、磯
部
宗

直
石
清
尾
八
幡
宮
宮
司
の
祝
詞
奏

上
、大
森
理
事
長
は
じ
め
国
会
議

員
の
来
賓
の
方
々
も
玉
串
拝
礼
さ

れ
た
。
例
大
祭
神
事
に
引
き
続
い

て
全
国
理
容
組
合
連
合
会
理
容
遺

産
認
定
証
授
与
式
と
記
念
碑
除
幕

式
が
行
わ
れ
た
。
ま
ず
大
森
理
事

長
が「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で

髪
授
神
祠
例
大
祭
に
併
せ

「
理
容
遺
産
」認
定
証
授
与
式
開
催

記
念
石
碑
も
奉
献磯部八幡宮宮司の祝詞奏上

香川県組合碑

当日ご参拝の皆様方 認定書を受け取る佐藤理事長（右） 連合会碑
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な
仕
組
み
を
築
き
た
い
と
思
い
ま

す
。講

習
用
テ
キ
ス
ト
は
二
月
初
旬
、

講
習
は
二
月
下
旬
頃
を
予
定
し
て

い
ま
す
。こ
の「
こ
れ
か
ら
の
生
き

残
り
カ
ッ
ト
戦
術
」セ
ミ
ナ
ー
に
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

さ
ら
に
私
た
ち
理
容
業
の
場
合

で
は
感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
る「
五
つ

の
場
面
」と
は
ど
う
い
う
場
面
な
の

か
、そ
し
て
も
し
も
私
た
ち
が
濃
厚

接
触
者
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合

の
対
処
法
を
濃
厚
接
触
者
と
は
な

ん
ぞ
や
？
と
い
う
事
も
含
め
て
詳

し
く
説
明
し
て
く
れ
た
。

最
新
の
デ
ー
タ
を
示
し
な
が
ら

最
前
線
で
コ
ロ
ナ
対
策
に
ご
尽
力

さ
れ
て
い
る
ご
自
分
の
経
験
を
プ

ラ
ス
し
て
お
話
し
し
て
く
れ
る
講

師
の
言
葉
に
は
と
て
も
説
得
力
が

あ
っ
た
。

最
後
の
質
疑
応
答
で
も
活
発
な

質
問
が
さ
れ
、私
た
ち
が
普
段
や
っ

て
い
る
事
が
こ
れ
で
あ
っ
て
い
る

の
か
？
と
い
っ
た
不
安
に
答
え
て

頂
け
た
。

そ
し
て
、マ
ス
ク
を
外
し
て
の
会

食
が
一
番
リ
ス
ク
が
高
く
、感
染

予
防
に
は「
マ
ス
ク
・
手
洗
い・
消

毒・
換
気
」が
ど
ん
な
場
合
で
あ
っ

て
も
大
変
有
効
で
あ
り
、「
正
し
く

恐
れ
る
」こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
事

が
良
く
分
か
っ
た
。

（
県
広
報　
山
崎
鎮
永
）

令
和
二
年
十
一
月
三
十
日
㈪
サ

ン
メ
ッ
セ
香
川
に
お
い
て「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
予
防
対

策
」講
習
が
行
わ
れ
た
。講
師
に
は

高
松
市
健
康
福
祉
局
副
参
事
で
あ

る
藤
川
愛
氏
を
お
迎
え
し
た
。

藤
川
講
師
は
保
健
所
担
当
と
し

て
コ
ロ
ナ
対
策
の
最
前
線
で
働
い

て
お
り
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
も
さ
れ
る
な

ど
コ
ロ
ナ
の
現
状
に
と
て
も
詳
し

く
、と
て
も
内
容
の
濃
い
わ
か
り
や

す
い
講
習
と
な
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
は
い
っ

た
い
ど
う
い
う
も
の
で
、ど
う
い
う

症
状
が
出
る
の
か
？
エ
ア
ゾ
ル・プ

ラ
ス
チ
ッ
ク・ス
テ
ン
レ
ス・段
ボ
ー

ル
な
ど
材
質
ご
と
の
ウ
イ
ル
ス
残

存
期
間
は
？
感
染
可
能
期
間
は
？

だ
さ
い
。お
願
い
し
ま
す
。

も
う
一
方
で
生
き
残
り
の
た
め

の「
バ
ー
バ
ー
ス
タ
イ
ル
」と
し
て
、

フ
ェ
ー
ド
カ
ッ
ト
の
講
習
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
。フ
ェ
ー
ド
ス
タ
イ

ル
が
流
行
し
始
め
て
時
間
が
経
ち

ま
す
が
、未
だ
陰
り
は
見
え
て
い
ま

せ
ん
。
今
更
と
言
う
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
ょ
う
が
、流
行
で
終
わ

ら
せ
る
こ
と
な
く
、理
容
師
の
腕
を

存
分
に
発
揮
で
き
る
ス
タ
イ
ル
で

も
あ
り
ま
す
の
で
、今
一
度
見
つ
め

直
す
意
味
を
込
め
て
受
講
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

今
般
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流

行
の
折
で
す
の
で
、講
習
形
態
も

オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
を
県
組
合
と
し

て
初
め
て
挑
戦
し
ま
す
。
こ
れ
で

ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
、今
度
生
活

様
式
が
変
わ
っ
て
も
、い
つ
で
も
ど

こ
で
も
講
習
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

令
和
二
年
度
国
庫
補
助
金
事
業

「
こ
れ
か
ら
の
バ
ー
バ
ー
生
き
残
り

戦
術
」が
厚
労
省
よ
り
交
付
決
定

さ
れ
、ま
ず
手
始
め
に
香
川
県
理

容
組
合
公
式
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ

ン
ネ
ル「
う
ま
げ
な
バ
ー
バ
ー
た

ち
」が
始
ま
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
な

ど
理
容
業
界
を
取
り
巻
く
諸
問
題

に
鋭
く
メ
ス
を
入
れ
、こ
れ
か
ら
の

理
容
業
界
、組
合
が
ど
う
あ
る
べ

き
か
、県
講
師
ら
が
熱
く
語
り
ま

す
。ま

た
、組
合
活
動
に
つ
い
て
の

紹
介
や
今
ま
で
の
取
組
み
な
ど
も

配
信
し
て
い
き
ま
す
。
組
合
員
の

皆
様
も
消
費
者
の
皆
様
も
ど
ち
ら

も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
直
接
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン

ネ
ル
に
入
れ
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。
お
客
様
に
も
ご
紹
介

お
願
い
し
ま
す
。

ぜ
ひ
チ
ャ
ン
ネ
ル
登
録
し
て
く

香
川
県
理
容
組
合
公
式

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
配
信
始
め
ま
し
た

令
和
二
年
度
国
庫
補
助
金
事
業

香川県理容組合

香川発　フェードスタイル

熱心に聞き入る受講者

講師の藤川愛氏

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
講
習
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◎
中
讃
協
議
会

令
和
二
年
九
月
十
四
日
㈪
午
前
九

時
よ
り
中
讃
地
区
丸
亀
城
清
掃
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
も
晴
天
に
恵
ま
れ
、コ
ロ
ナ
禍

で
あ
り
ま
す
が
、四
十
四
名
の
参
加
者

で
定
刻
か
ら
一
斉
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
始
め
ま
し
た
。

皆
さ
ん
マ
ス
ク
を
し
、短
時
間
集
中

で
例
年
に
も
増
し
て
効
率
よ
く
清
掃

活
動
が
進
み
ま
し
た
。集
中
す
れ
ば
時

間
は
関
係
な
く
、同
じ
成
果
が
出
る
も

の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

も
う
一
つ
感
じ
た
こ
と
は
、毎
年
大

量
の
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
が
集
ま
り
、中
讃

地
区
組
合
員
さ
ん
の
意
識
の
高
さ
を

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

最
後
に
コ
ロ
ナ
な
ん
か
に
負
け
な
い

ぞ
。�

（
県
広
報　
坂
井
志
郎
）

多
く
の
ご
み
袋
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま

し
た
。

募
金
活
動
と
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
の
収
集

も
あ
り
、多
く
の
協
力
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
暑
い
中
お
疲
れ

様
で
し
た
。

（
高
松
支
部
青
年
部
長　
宮
本
修
志
）

◎
西
讃
協
議
会

令
和
二
年
年
九
月
十
四
日
㈪
は
理

容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
と
い
う
こ
と

で
、西
讃
協
議
会
も
観
音
寺
有
明
浜
の

清
掃
活
動
を
し
ま
し
た
。

集
合
時
間
は
八
時
三
十
分
。先
週
は

猛
暑
日
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、当
日

は
少
し
秋
め
い
た
過
ご
し
や
す
い
朝
で

し
た
。

武
田
協
議
会
長
の
挨
拶
の
後
、始
め

ま
し
た
。伊
吹
島
を
背
に
、燃
え
る
ご
み
、

燃
え
な
い
ご
み
袋
を
持
っ
て
一
時
間
ほ

ど
の
活
動
。
漂
流
物
な
ど
で
ご
み
袋
は

一
杯
に
な
り
浜
は
綺
麗
に
な
り
ま
し
た
。

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
収
集
も
沢
山
協
力
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。募
金
活
動
も
行

い
終
了
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
お
出
か
け
の
ま
ま
な
ら

な
い
昨
今
で
す
が
海
を
見
に
来
ら
れ
た

方
が
少
し
で
も
気
持
ち
よ
く
過
ご
し
て

も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�
（
県
広
報　
森　
昭
人
）

で
、全
員
マ
ス
ク
着
用
で
し
た
が
、「
暑

い
し
息
苦
し
く
て
マ
ス
ク
な
ん
て
や
っ

と
れ
ん
わ
！
」と
い
う
声
も
全
く
な
く

作
業
が
い
つ
も
よ
り
順
調
に
進
ん
だ
よ

う
で
す
。

こ
こ
の
と
こ
ろ
組
合
活
動
が
な
く
、

久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
た
と
い
う
こ

と
で
皆
さ
ん
距
離
を
と
り
な
が
ら
話
も

弾
み
、や
は
り
リ
モ
ー
ト
も
え
え
け
ど
、

リ
ア
ル
に
顔
を
見
て
話
し
を
す
る
の
は

い
い
も
の
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

（
県
広
報　
山
崎
鎮
永
）

◎
高
松
協
議
会

高
松
協
議
会
は
令
和
二
年
九
月

十
四
日
㈪
理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日

に
、石
清
尾
八
幡
宮・髪
授
神
祠・蜂
穴

神
社
周
辺
お
よ
び
参
道
の
清
掃
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

午
前
九
時
よ
り
髪
授
神
祠
・
蜂
穴
神

社
周
辺
や
参
道
、各
場
所
に
そ
れ
ぞ
れ

分
か
れ
清
掃
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

今
回
は
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
で
皆
さ
ん
マ

ス
ク
を
着
用
し
て
の
清
掃
活
動
で
し
た

が
例
年
に
比
べ
、比
較
的
涼
し
い
初
秋

の
風
が
吹
く
中
で
清
掃
も
は
か
ど
り
ま

し
た
。一
時
間
程
の
活
動
で
落
葉
な
ど

◎
東
讃
協
議
会

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
で
ほ
と
ん
ど
の
組

合
行
事
が
中
止
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。そ
ん
な
中
な
の
で
開
催
が
危
ぶ
ま

れ
た「
理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」。で
も
こ

の
行
事
は
な
ん
と
か
三
密
を
避
け
な
が

ら
出
来
そ
う
で
す
。と
い
う
こ
と
で
予

定
通
り
九
月
第
二
月
曜
、東
讃
協
議
会

は
い
つ
も
の「
津
田
の
松
原
」で
清
掃

活
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

津
田
の
松
原
も
海
開
き
を
し
て
な

か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、砂
浜
は
そ
れ

ほ
ど
汚
れ
て
い
ま
せ
ん
。管
理
人
の
方

か
ら
も「
今
年
は
あ
ま
り
大
人
数
で
の

作
業
は
控
え
て
ほ
し
い
」と
の
要
望
も

あ
り
、少
数
精
鋭（
三
十
八
名
）で
砂
浜

は
や
ら
ず
に
松
原
の
方
の
み
の
作
業
に

臨
み
ま
し
た
。

少
な
い
人
数
だ
っ
た
の
で
い
つ
も
よ

り
も
範
囲
を
狭
め
て
の
活
動
で
す
。少

数
と
い
っ
て
も
さ
す
が
精
鋭
達
で
す
。

暗
黙
の
了
解
で
、そ
れ
ぞ
れ
適
度
な
距

離
感
を
保
ち
な
が
ら
黙
々
と
作
業
に
集

中
し
、ど
ん
ど
ん
松
原
が
綺
麗
に
な
っ

て
い
き
ま
す
。

今
回
は
み
ご
と
な
晴
天
。で
も
例
年

に
比
べ
て
暑
さ
も
和
ら
ぎ
涼
し
い
秋
風

が
そ
よ
そ
よ
と
気
持
ち
が
い
い
く
ら
い

理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
inin
香
川
香
川

広い野外でボランティア

今年もお疲れ様でした

距離を保ってボランティア

大量のエコキャップ 大林中讃協議会長の挨拶風景
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式
は
、ゴ
ル
フ
場
の
意
向
も
あ
り
、ア

ル
コ
ー
ル
抜
き
で
行
い
ま
し
た
。

成
績
は
以
下
の
通
り
で
す
。

�

（
敬
称
略
）

優　
勝　
　
合
田　
知
弘

準
優
勝　
　
藤
岡　
孝
久

三　
位　
　
西　
　
　
勉

ベ
ス
グ
ロ　
　
桑
城　
正
利

（
西
讃
協
議
会
長　
武
田
幸
重
）

新
型
コ
ロ
ナ
が
日
本
中
を
席
巻
し
て

令
和
二
年
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、様
々
な

分
野
で
生
活
様
式
が
変
化
し
て
お
り

ま
す
。
第
三
波
が
訪
れ
職
種
に
お
い
て

は
時
短
要
請
や
往
来
自
粛
を
要
請
し
な

が
ら
経
済
活
動
を
再
建
す
る
た
め
、地

域
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ク
ー
ポ
ン
割
引
等
で
自
治

体
は
な
ん
と
か
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
で
地

域
の
経
済
を
回
復
さ
せ
よ
う
と
色
々
な

対
策
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

我
々
理
容
業
界
も
コ
ロ
ナ
の
影
響
は

少
な
か
ら
ず
あ
り
、十
分
な
安
心
安
全

対
策
を
徹
底
し
て
公
衆
衛
生
を
尽
く

し
施
術
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。毎

年
、衛
生
消
毒
講
習
は
保
健
所
監
修
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、令
和
二
年
は
そ

れ
さ
え
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
開
催
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

私
の
理
容
店
で
は
組
合
事
務
所
が

窓
口
で
三
年
間
無
利
子
の
生
活
衛
生

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
特
別
貸

付
を
利
用
し
て
、客
待
ち
ス
ペ
ー
ス
は

ア
ク
リ
ル
板
で
、施
術
ス
ペ
ー
ス
は
ビ

ニ
ー
ル
カ
ー
テ
ン
で
仕
切
り
ま
し
た
。

換
気
窓
は
雨
の
日
に
は
開
け
ら
れ
な
い

と
い
う
状
態
で
し
た
が
、窓
上
に
持
出

し
屋
根
を
設
置
す
る
事
で
悪
天
候
で

も
換
気
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

勿
論
ス
タ
ッ
フ
の
健
康
管
理
を
十
分
に

行
っ
た
上
に
、四
月
よ
り
お
客
様
に
も

非
接
触
体
温
計
で
の
検
温
や
ア
ル
コ
ー

ル
消
毒
液
で
の
手
指
消
毒
を
し
て
頂

く
と
共
に
、来
店
退
店
時
間
名
簿
作
成

を
協
力
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。第
一

波
が
終
息
し
つ
つ
あ
っ
た
時
期
に
は
お

客
様
か
ら
も「
い
つ
ま
で
す
る
ん
な
」と

い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、コ
ロ
ナ
が
、

終
息
す
る
ま
で
は
、我
々
も
器
具
消
毒

は
一
人
一
人
、換
気
を
マ
ス
ク
を
手
洗

い
を
細
目
に
し
て
粘
り
強
く
長
い
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
感
染
対
策
を
施
す
と

同
時
に
経
済
活
動
を
高
め
る
為
に
香

川
県
理
容
組
合
加
盟
店
も
力
を
合
わ

せ
て
頑
張
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
時
期

か
と
思
い
ま
す
。

（
平
井
支
部
広
報　
髙
橋
政
俊
）

伝
い
、お
声
掛
け
カ
ッ
ト
技
術
等
、理
容

サ
ロ
ン
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
医
療
用
ウ

イ
ッ
グ
の
可
能
性
を
事
細
か
く
、ア
ド

バ
イ
ス
の
仕
方
な
ど
を
教
え
て
頂
き
ま

し
た
。ウ
イ
ッ
グ
の
ほ
と
ん
ど
が
化
学

繊
維
で
す
が
、手
触
り
、形
状
記
憶
等
も

良
く
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。こ
の
講

習
も
ま
た
、大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

広
い
会
場
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ

ン
ス
を
保
ち
な
が
ら
の
講
習
会
で
し
た

の
で
安
心
し
て
受
講
出
来
ま
し
た
。

最
後
に
当
日
参
加
し
て
下
さ
い
ま
し
た

女
性
部
の
皆
様
早
朝
よ
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
県
女
性
部
長　
横
山
ゆ
か
）

◆
西
讃
協
議
会
ゴ
ル
フ
大
会

秋
真
っ
盛
り
と
い
う
の
に
暑
い
一
日

の
令
和
二
年
十
一
月
九
日
㈪
、西
讃
協

議
会
ゴ
ル
フ
大
会
を
詫
間
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
に
て
、開
催
い
た
し
ま
し
た
。

当
初
の
予
定
を
間
際
に
変
更
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、平
均
年
齢
が
約

六
十
五
歳
の
九
名
参
加
を
い
た
だ
き
、

終
日
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。表
彰

令
和
二
年
十
月
二
十
六
日
㈪
四
国

四
県
持
ち
回
り
で
行
っ
て
い
る
女
性
部

会
議
が
今
年
は
愛
媛
県
松
山
市
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
部
は
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
レ
デ
ィ
ー
ス
シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
を
東
京

か
ら
西
村
幸
子
先
生
が
、実
技
を
し
て

下
さ
い
ま
し
た
。私
は
何
度
か
拝
見
し

た
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、や
は
り
技
術

は
お
見
事
で
し
た
。見
直
す
べ
き
所
や

気
づ
き
の
あ
る
講
習
内
容
で
し
た
。

第
二
部
は
全
理
連
の
国
庫
補
助
金

事
業
で
あ
る
医
療
用
ウ
イ
ッ
グ
サ
ロ
ン

づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
で
、京
都
か
ら
木
村

有
貴
先
生
を
お
迎
え
し
、抗
が
ん
剤
治

療
で
髪
の
毛
が
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

お
客
様
の
脱
毛
か
ら
回
復
ま
で
の
お
手

毎
年
恒
例
の
県
組
合
ゴ
ル
フ
大
会

を
令
和
二
年
十
一
月
二
日
㈪
に
屋
島

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
二
十
五
名
の

参
加
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

秋
晴
れ
が
続
く
中
、大
会
当
日
だ
け

雨
が
降
る
生
憎
の
天
候
で
、い
つ
も
の

調
子
が
出
な
い
人
も
雨
を
も
の
と
も
せ

ず
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
を
連
発
す
る
人
も

皆
さ
ん
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
親
睦

を
図
り
な
が
ら
プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

成
績
発
表
で
は
、豪
華
賞
品
を
前
に

し
て
、名
前
を
呼
ば
れ
る
た
び
一
喜
一

憂
す
る
皆
さ
ん
の
歓
声
が
上
が
り
、大

い
に
盛
り
上
が
っ
た
ゴ
ル
フ
大
会
と
な

り
ま
し
た
。

成
績
は
以
下
の
通
り
で
す
。

�

（
敬
称
略
）

優　
勝　
川
筋　
正
仁（
高　
松
）

準
優
勝　
安
部　
正
律（
東
か
が
わ
）

三　
位　
為
久　
峰
久（
東
か
が
わ
）

ベ
ス
グ
ロ　
山
本　
恵
三（
高　
松
）

（
県
青
年
部
長　
初
瀬
名
央
）

協
議
会
だ
よ
り

優勝賞品を受け取る川筋さん（左）

1部講師　西村幸子先生

施術イスにはビニールカーテン 客待ちにはアクリル板

2部講師　木村有貴先生

秋晴れの中での記念写真

香
川
県
理
容
組
合

ゴ
ル
フ
大
会

四
国
女
性
部
会
議
に

参
加
し
て

お
客
様
に
も

技
術
者
に
も
安
心
を
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尖
ら
せ
、気
の
休
ま
る
事
の
無
い
一

年
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。こ

の
先
も
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続

く
と
思
い
ま
す
が
、気
を
引
き
締
め

て
仕
事
に
あ
た
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
し
い
生
活
様
式
が
始
ま
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。我
々
の
仕
事
が
テ
レ

ワ
ー
ク
に
な
る
こ
と
は
決
し
て
無
い

と
思
い
ま
す
が
、組
合
活
動
は
徐
々

に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。手
始
め

に
今
年
の
国
庫
補
助
金
事
業
の
講

習
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
と
な

り
ま
す
。未
だ
手
探
り
の
状
態
で
す

が
、今
後
何
年
か
続
く
で
あ
ろ
う
コ

ロ
ナ
禍
の
状
態
を
見
越
し
て
、ど
こ

で
も
い
つ
で
も
誰
と
で
も
を
合
言
葉

に
成
功
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

年
頭
か
ら
暗
い
話
ば
か
り
で
恐
縮

で
す
が
、昨
年
は
髪
授
神
祠
が「
理

容
遺
産
」に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。今

年
は
横
浜
で
世
界
大
会
も
開
催
さ

れ
ま
す
。「
髪
様
」の
お
力
添
え
を
頂

き
な
が
ら
、一
歩
で
も
前
に
進
む
一

年
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。み
ん
な

で
集
い
、祝
杯
を
挙
げ
る
こ
と
を
願

い
な
が
ら
。

�

（
県
広
報　
小
松
芳
浩
）

 

編
集
後
記

編
集
室
よ
り
お
知
ら
せ

次
回
四
月
号
の
発
行
の
原
稿
締
め

切
り
は
二
月
末
日
で
す
。

皆
様
の
ご
投
稿
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

ど
し
ど
し
お
寄
せ
下
さ
い
。

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

〒
七
六
〇
ー
〇
〇
六
二

香
川
県
高
松
市
塩
上
町
二
丁
目
五
番

二
二
号

香
川
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合

文
化
広
報
部

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
八
七
ー
八
三
四
ー
七
六
四
九

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
八
七
ー
八
三
三
ー
二
〇
八
一

office@
kagaw

a-riyo.com

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

文

芸

欄

コ

ラ

ム

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。昨
年
に
引
き
続
き
今
年

も「
理
容
香
川
」を
ご
愛
読
頂
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

し
か
し
、昨
年
当
初
か
ら
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
受

け
、理
容
組
合
も
ほ
と
ん
ど
の
行
事

が
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

本
来
な
ら
組
合
事
業
を
通
し
て
、皆

様
の
お
役
に
立
た
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

と
こ
ろ
で
す
が
、事
情
を
お
く
み
取

り
頂
い
て
何
卒
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

理
容
香
川
も
一
年
通
し
て
組
合

行
事
の
紙
面
が
作
れ
ず
、ど
う
に
か

せ
ね
ば
と
広
報
委
員
一
同
考
え
抜

き
、新
型
コ
ロ
ナ
対
策
特
別
紙
面
と

い
う
形
で
三
役
さ
ん
と
の
対
談
、国

の
支
援
策
や
消
毒
や
換
気
な
ど
の

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対
策
に
多

く
の
紙
面
を
割
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。組

合
員
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
も
大

変
厳
し
い
一
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。お
客
様
の
身
体
に
触
れ
る
仕
事

で
あ
る
以
上
、感
染
予
防
に
神
経
を

今
ま
で
に
何
度
か
組
合
共
済
の
給

付
金
を
頂
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
都
度
や
は
り
組
合
員
で
良

か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。そ
れ
は
、

一
般
の
損
害
保
険
に
も
加
入
し
て

い
ま
す
が
、平
成
十
八
年
に
不
注

意
で
右
足
の
指
先
を
低
温
や
け
ど

し
て
し
ま
い
二
ヶ
月
も
入
院
す
る

こ
と
に
な
り
、退
院
後
も
し
ば
ら
く

通
院
し
な
が
ら
自
宅
療
養
し
て
い

ま
し
た
。そ
の
後
仕
事
に
復
帰
し
、

組
合
共
済
と
一
般
の
損
保
会
社
に

各
々
診
断
書
を
添
付
し
て
保
険
請

求
し
た
と
こ
ろ
、損
保
会
社
は
保

険
金
は
支
払
え
ま
せ
ん
。
と
の
回

答
で
し
た
。
一
方
組
合
共
済
の
所

得
補
償
コ
ー
ス
は
問
題
な
く
受
給

で
き
ま
し
た
。ま
た
、そ
の
後
自
転

車
で
転
倒
し
外
科
を
受
診
し
た
と

き
は
、肋
骨
二
本
と
鎖
骨
を
骨
折

し
て
い
ま
し
た
が
何
の
処
置
も
な

く
、日
に
ち
薬
で
鎮
痛
剤
と
湿
布

薬
の
投
与
で
、一
ヶ
月
後
に
来
て

く
だ
さ
い
。で
、一
ヶ
月
後
通
院
し

レ
ン
ト
ゲ
ン
を
見
て
、も
う
少
し

だ
か
ら
一
ヶ
月
後
に
も
う
一
度
診

さ
せ
て
く
だ
さ
い
と
い
う
こ
と
で
、

二
ヶ
月
後
に
受
診
し
治
癒
し
ま
し

た
が
、そ
の
間
、腕
は
上
が
ら
ず
、

咳・く
し
ゃ
み
を
す
る
に
も
大
変
な

状
態
、当
然
仕
事
も
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
仕
事
に
復
帰
で
き
て
損

保
会
社
と
組
合
共
済
に
保
険
請
求

し
た
結
果
、損
保
会
社
は
通
院
の

三
日
分
の
保
険
日
額
の
み
、し
か

し
、組
合
共
済
は
二
ヶ
月
余
り
の

所
得
補
償
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

組
合
の
共
済
は
診
断
書
を
添
付

し
て
保
険
請
求
し
、支
払
い
対
象

に
な
ら
な
か
っ
た
場
合
は
、診
断
書

代
は
返
却
し
て
頂
け
る
の
で
、組
合

員
で
な
け
れ
ば
加
入
で
き
な
い
共

済
を
お
お
い
に
活
用
す
べ
き
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

・
一
口
千
円
か
ら
加
入
で
き
ま
す
。

・
七
十
歳
に
な
れ
ば
新
規
加
入
も

増
口
も
で
き
な
い
の
で
お
早
め

に
。�（
高
松
支
部　
野
村　
勝
）

十
一
月
に
な
り
全
国
的
に
増
え

て
き
た
感
染
者
。
国
民
の
意
識
の

緩
み
だ
と
思
う
。初
め
の
頃
、手
洗

い
、う
が
い
、マ
ス
ク
、三
密
を
避

け
る
の
を
み
ん
な
一
生
懸
命
守
っ

て
き
た
気
が
し
ま
す
。
我
々
商
売

の
人
も
努
力
を
し
て
い
る
。
業
界

か
ら
一
人
も
出
て
い
な
い
事
が
証

明
し
て
い
る
と
思
う
。そ
の
他
の
商

売
の
方
も
入
店
を
半
数
に
し
、ア

ク
リ
ル
板
な
ど
で
努
力
し
て
い
る
。

国
が
時
間
制
限
を
出
し
て
い
る
が
、

す
べ
て
強
制
で
は
な
く
、努
力
し
て

い
る
お
店
を
守
っ
て
ゆ
く
事
が
大

切
で
あ
る
。

世
界
に
比
べ
て
日
本
は
第
一
、第

二
波
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。

こ
の
事
実
を
誇
り
と
し
て
、第
三

波
も
み
ん
な
で
乗
り
切
っ
て
ゆ
け

る
と
私
は
思
い
ま
す
。
日
々
が
ん

ば
っ
て
ゆ
く
事
し
か
な
い
か
も
し

れ
な
い
。と
に
か
く
前
向
き
に
が
ん

ば
ろ
う
！　
フ
ァ
イ
ト
！

（
坂
出
支
部　
藤
田
千
慧
美
）

十
一
月
二
十
七
日
よ
り
事
務
局

に
新
し
く
藤
原
知
恵
美
さ
ん
が
着

任
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

短　

歌

無
理
と
す
る
宿
題
あ
ず
け
国
民
は

　
　
頼
み
の
綱
を
メ
デ
ィ
ア
と
記
者
に

俳　

句

り
ん
ど
う
や
窓
辺
に
２
本
寄
り
添
い
て

川　

柳

前
足
を
ふ
ん
ば
り
猫
も
目
を
覚
ま
す

坂
出
支
部　
藤
田
千
慧
美

万一の場合に備えて5共済制度で安心を…

賠償責任
補償共済

お客さまと理容店のための
きめ細やかな
補償

療養補償
共　済

病気やケガで仕事が
できなくなった
ときに

火災共済
火事や災害で被害にあったときに

年金共済
豊かな老後のために

※�詳しい内容については、パンフレット等
でご確認ください。

動産総合保険

ワイドプラン
理容店のさまざまな設備や
備品をまとめて補償！

団体生命
共　済
いざという時の
お守りに

全国理容生活衛生同業組合連合会

コ
ロ
ナ
に
つ
い
て

藤原知恵美さん

組
合
の
メ
リ
ッ
ト
は
共
済

新
事
務
局
員
紹
介
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